
【特集1】
　鹿児島、宮崎、熊本の３県をつなぐ肥薩線。
今年11月21日に全線開通100 周年を迎えます。
経済産業省の近代化産業遺産群にも認定されている肥薩線沿線には、
100 年を超えて歴史を刻む貴重な駅舎や、風景が残っています。
列車に乗って、肥薩線の歴史を感じる旅に
出かけてみませんか。

肥薩線全線開通
100周年
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【特集1】 肥薩線全線開通１００周年

　

鹿
児
島
（
隼
人
駅
）～
熊
本
（
八
代
駅
）

を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
九
州
の
鉄
道
路
線
。昭
和
２

年
に
現
在
の
鹿
児
島
本
線
が
開
通
す
る

ま
で
は
、現
在
の
肥
薩
線
が
鹿
児
島
本
線

で
し
た
。

　

明
治
34
年
、鹿
児
島
を
起
点
に
国
分

（
現
在
の
隼
人
駅
）ま
で
の
区
間
が
開
業

し
、明
治
36
年
に
は
吉
松
ま
で
開
通
し
ま

し
た
。熊
本
側
か
ら
は
明
治
41
年
に
八
代

～
人
吉
間
が
開
通
。険
し
い
峠
を
越
え
る

人
吉
～
吉
松
間
も
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
や
、

山
を
旋
回
す
る
ル
ー
プ
線
と
い
っ
た
当
時
の

最
先
端
技
術
を
駆
使
し
て
明
治
42
年
に
開
通

し
、鹿
児
島
（
隼
人
駅
）～
熊
本
（
八
代
駅
）を

結
ぶ
全
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

球
磨
川
に
沿
っ
て
走
る
八
代
～
人
吉
間
は
川
線
、

人
吉
～
隼
人
間
は
山
線
と
呼
ば
れ
、車
窓
か
ら
は
美

し
い
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　地域の方が一生懸命育てたおいしい野菜を使い、100年
前にも食べられていたお弁当の味を想像して献立を考えまし
た。中身や、味付け、包装など、いろんな方の意見を聞いて、み
んなで作り上げた、一つひとつ手作りのお弁当です。お客さま
に「おいしい」と言ってもらえることはもちろんですが、お弁当
が有名になり、お弁当作りにかかわった方 が々喜んでくださる
ことが嬉しいです。
　ぜひ駅に来て、実家に帰ったような落ち着いた懐かしい雰
囲気を味わってほしいし、お弁当を食べて、お母さんの味を思
い出してもらいたいです。

　

明
治
36
（
１
９
０
３
）
年
、
横
川

（
現
大
隅
横
川
）～
吉
松
間
の
開
業

に
合
わ
せ
て
建
て
ら
れ
た
、
今
年
で

築
１
０
６
年
の
駅
。
開
業
当
時
の
姿

を
そ
の
ま
ま
残
す
木
造
平
屋
建
て
の

駅
舎
は
、国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

待
合
室
の
い
す
に
腰
掛
け
、駅
を

見
に
次
々
と
訪
れ
る
観
光
客
に
、肥

薩
線
の
歴
史
や
見
ど
こ
ろ
を
鹿
児

島
弁
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
語
る嘉例川駅 名誉駅長

福本　平さん

森の弁当やまだ屋
山田 まゆみさん

嘉例川駅

肥
薩
線
と
は

のんびり
ゆったり楽しむ
肥薩線の旅

地元の野菜をたっぷり使い、嘉例川駅
をイメージして作られた駅弁、「百年の
旅物語 かれい川」。素朴で懐かしい味
わいが大人気で、第 4 回と第 5 回の九
州の駅弁ランキングで１位を連続受賞
しました。

の
は
、
嘉
例
川
駅
名
誉
駅
長 

福ふ
く
も
と本

平ひ
と
しさ
ん（
84
歳
）。
写
真
撮
影
に
も

気
軽
に
応
じ
る
人
気
者
で
す
。

　

観
光
客
を
見
送
る
と
き
は
、「
ま

た
お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ
」
と
声
を
か

け
ま
す
。「
肥
薩
線
は
、ス
イ
ッ
チ

バ
ッ
ク
、
線
路
沿
い
の
風
景
、
古
い

駅
舎
、人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
魅
力
で

す
」
と
福
本
さ
ん
。
嘉
例
川
駅
の
一

番
好
き
な
と
こ
ろ
を
た
ず
ね
る
と
、

「
改
札
口
」と
即
答
。「
こ
の
駅
か
ら

出
兵
し
、復
員
し
た
私
に
と
っ
て
、こ

の
改
札
口
は
人
生
の
玄
関
口
で
す
」

●価格／ 1,050 円（税込）
　※2日前までに引換券をご購入ください。
●引換券販売場所／JR 九州の駅みどり
の窓口、駅旅行センター、JR 九州旅行支店
●引換場所／「はやとの風」車内
土日は嘉例川駅でも販売（数量限定）。
それ以外は予約が必要です。
（月曜日、11/21・22は販売がありません）
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霧
島
市
牧
園
町
に
建
つ
、
霧
島
温

泉
駅
。
毎
週
日
曜
日
の
午
前
中
、ホ
ー

ム
に
は
、は
や
と
の
風
を
見
送
る
３
歳

の
名
誉
駅
長 

山や
ま
し
た下
琳り
ん
た
ろ
う

太
郎
く
ん
の

か
わ
い
い
姿
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、土

曜
・
日
曜
は
霧
島
温
泉
駅
地
域
振
興

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
茶
の
サ
ー
ビ

ス
も
。
今
年
の
８
月
か
ら
、地
元
の
食

材
を
使
っ
た
手
作
り
の
お
弁
当
「
竹

ん
皮
温
泉
お
に
ぎ
り
弁
当
」（
７
０
０

円
）
と
肥
薩
線
全
線
開
通
１
０
０
周

年
を
記
念
し
た
お
に
ぎ
り
（
２
個
入

り
１
０
０
円
）の
販
売
も
始
ま
り
ま

し
た
。

　

駅
近
辺
に
住
む
地
元
の
方
々
で
結

成
さ
れ
た
霧
島
温
泉
駅
地
域
振
興
会

で
は
、駅
を
気
持
ち
よ
く
、楽
し
く
利

用
で
き
る
よ
う
に
と
、
毎
日
の
清
掃

や
駅
構
内
で
の
地
元
特
産
品
の
販
売
、

駅
舎
内
の
手
打
ち
そ
ば
の
お
店
「
停

車
馬
」の
運
営
な
ど
、駅
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
隅
横
川
駅
は
、
霧
島
市
横
川
町
に
悠

然
と
建
ち
、開
業
か
ら
１
０
６
年
の
歴
史
を

伝
え
て
い
ま
す
。
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で

あ
る
木
造
平
屋
建
て
の
こ
の
貴
重
な
駅
舎

霧
島
温
泉
駅

名誉駅長のかわいらしい姿と、地元の方の
心温まるおもてなしに、いやされます。

大
隅
横
川
駅

のんびり
ゆったり楽しむ
肥薩線の旅

竹ん皮温泉おにぎり弁当（700円）
【問い合わせ先】ぽっぽや0995（76）0133
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【特集1】 肥薩線全線開通１００周年

　土曜日、日曜日は、午前10時ごろから駅舎内で
「元祖横川げたんは」の販売も行われます。肥薩
線開業当時の味を再現し、げたんは発祥の伝統
を守っていくために、福島年子さん、志水ヒロ子さ
んが2人で始めたそうです。黒糖の甘みがしみこ
んだ、手作りの素朴な味は、駅舎を見に訪れた観
光客や、地元の方からも好評です。

　

吉
松
駅
は
、
八
代
方
面
へ
向
か
う

肥
薩
線
上
で
鹿
児
島
最
後
の
駅
で
す
。

こ
こ
で
、は
や
と
の
風
か
ら
し
ん
ぺ
い

号
に
乗
り
換
え
ま
す
。

　

吉
松
は
肥
薩
線
と
吉き
っ
と都
線
が
乗
り

入
れ
て
お
り
、
鉄
道
の
町
と
し
て
栄

え
て
き
ま
し
た
。駅
舎
に
並
ん
で
建
つ

鉄
道
資
料
館
に
は
吉
松
駅
の
歴
史
は

も
ち
ろ
ん
、
運
行
に
必
要
な
さ
ま
ざ

ま
な
器
具
や
機
械
、
各
種
模
型
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、観
光

Ｓ
Ｌ
会
館
で
は
、懐
か
し
の
鉄
道
グ
ッ

ズ
の
ほ
か
、
地
元
の
特
産
品
や
、
手

作
り
の
加
工
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

隣
の
広
場
に
は
、肥
薩
線
を
走
っ
て
い

た
Ｃ
55
型
Ｓ
Ｌ
の
実
物
が
展
示
さ
れ

て
い
て
、自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。

吉
松
駅

に
は
、緑
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
佇
ま
い
か
ら

は
想
像
し
が
た
い
、
激
し
い
戦
争
の
傷
跡
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

駅
の
近
所
に
住
む
、
大
隅
横
川
駅
名
誉

駅
長
の
池い
け
だ田
哲て
つ
お男
さ
ん（
79
歳
）は
、昭
和

20
年
７
月
、空
襲
を
経
験
し
た
１
人
で
す
。

当
時
、駅
舎
の
壁
は
空
襲
で
受
け
た
銃
弾
の

跡
で
穴
だ
ら
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
池
田
さ

ん
は
、駅
を
訪
れ
る
観
光
客
や
、地
元
の
小

中
学
生
に
戦
争
の
語
り
部
と
し
て
当
時
の

様
子
を
話
し
、大
隅
横
川
駅
と
と
も
に
平
和

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
「
幼
少
時
代
か
ら
こ
の
駅
を
見
て
育
ち
、

通
学
に
も
利
用
し
ま
し
た
。
愛
着
の
あ
る
こ

の
駅
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
た
ら
、と

の
思
い
で
名
誉
駅
長
を
引
き
受
け
ま
し
た
」

と
池
田
さ
ん
。

　

駅
を
通
じ
た
人
と
の
出
会
い
も
魅
力
で
す
。

「
戦
時
中
に
衛
生
兵
と
し
て
こ
の
駅
で
空
襲

を
経
験
し
た
と
い
う
北
海
道
の
方
か
ら
、駅

が
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

懐
か
し
く
嬉
し
か
っ
た
と
い
う
手
紙
を
も

ら
っ
た
時
は
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
」

と
優
し
い
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大隅横川駅 名誉駅長
池田 哲男さん

鉄道資料館 C55型SL
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